
特集／開発の中で「格差」を考える

近
年
先
進
国
・
開
発
途
上
国
で
「
格
差
」
に
対

す
る
注
目
が
広
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
世
界
銀

行
の
『
世
界
開
発
報
告
二
○
○
六
』
が
格
差
を
取

り
上
げ
、
ま
た
国
連
開
発
計
画
の
『
人
間
開
発
報

告
書
二
○
○
五
』
も
不
平
等
な
国
際
社
会
の
中
で

の
開
発
協
力
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
日
本
で

も
格
差
社
会
を
テ
ー
マ
に
し
た
著
作
が
注
目
を
集

め
て
き
た
。
し
か
し
格
差
と
開
発
の
問
題
は
意
外

に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。

●
開
発
経
済
学
の
格
差
論
の
系
譜

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
初
期
開
発
経
済
学
に
は

「
経
済
的
離
陸
」（take-off

）
の
た
め
の
貯
蓄
・

投
資
を
促
進
す
る
に
は
あ
る
程
度
の
所
得
格
差
も

許
容
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ

た
。
一
定
程
度
経
済
成
長
が
続
い
て
い
け
ば
、
そ

の
成
果
は
貧
困
層
に
も
や
が
て
は
浸
透
す
る
は
ず

だ
、
と
い
う
考
え
方
は
「
ト
リ
ッ
ク
ル
・
ダ
ウ
ン

（trickle dow
n

）
仮
説
」
と
し
て
、
い
ま
で
も

参
照
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
最
も
有
名
な
も
の
の

一
つ
は
、
経
済
学
者
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
が
先
進
国
の
歴

史
的
経
験
を
素
材
に
し
て
、「
経
済
成
長
の
初
期

に
は
所
得
分
配
の
不
平
等
が
大
き
く
な
る
が
、
あ

る
程
度
の
水
準
に
達
す
る
と
不
平
等
は
低
下
す

る
」
と
い
う
議
論
を
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
（
参
考

文
献
①
）。
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
議
論
で
は
長
期
の
所

得
格
差
の
動
向
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
ま
た
格
差

の
要
因
と
し
て
多
様
な
要
因
が
言
及
さ
れ
、
そ
の

中
で
も
一
番
重
要
な
の
は
都
市
（
工
業
）
と
農
村

（
農
業
）
の
格
差
と
労
働
移
動
、
社
会
保
障
の
整

備
な
ど
で
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
影
響
力
が
あ
っ
た
の
は
「
二
重
経

済
」
と
「
無
制
限
労
働
供
給
」
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。
こ
れ
は
ル
イ
ス
（W

.A
. Lew

is

）
の
議
論

に
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
開
発
途
上
国
の
よ
う
に

様
々
な
制
約
（
た
と
え
ば
土
地
）
の
た
め
に
生
産

的
活
動
に
吸
収
で
き
な
い
労
働
力
が
余
っ
て
い
る

状
況
で
は
、
賃
金
が
生
存
水
準
に
固
定
し
て
お
り
、

農
業
で
雇
用
で
き
な
い
労
働
者
は
工
業
部
門
で
養

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
業
部
門
は
利
潤
を

投
資
し
て
い
く
こ
と
で
資
本
設
備
を
増
や
し
て
雇

用
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
労
働
者
は
所
得
を
消
費
し
て
し
ま
う
の
で
、

投
資
を
増
や
す
よ
う
に
利
潤
を
高
め
る
に
は
労
働

者
の
分
配
部
分
を
低
く
す
る
必
要
が
あ
り
、
成
長

率
を
引
上
げ
る
こ
と
は
労
働
者
の
生
活
水
準
向
上

と
は
対
立
し
て
し
ま
う
（「
ト
レ
ー
ド
オ
フ

（trade-off

）
の
関
係
に
あ
る
」）
こ
と
に
な
る
。

ル
イ
ス
の
影
響
は
、
開
発
経
済
学
の
中
で
、
途
上

国
の
経
済
を
二
つ
の
部
門
か
ら
な
る
と
と
ら
え
る

「
二
重
経
済
」
論
（dualism

）
と
い
う
形
で
も

現
れ
た
。
こ
の
二
重
経
済
論
に
は
、
近
代
部
門
と

伝
統
部
門
、
農
業
と
工
業
、
農
村
と
都
市
と
い
う

組
み
合
わ
せ
が
あ
り
、
ル
イ
ス
以
外
に
も
ブ
ー
ケ

（J. H
. B

oeke

）
な
ど
の
人
た
ち
が
有
名
で
あ
る
。

ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
仮
説
や
二
重
経
済
論
の
実
証
的
妥

当
性
を
検
証
す
る
こ
と
は
二
○
世
紀
の
開
発
経
済

学
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ

れ
ら
の
仮
説
や
モ
デ
ル
が
何
回
も
参
照
さ
れ
る
う

ち
に
、
過
度
に
単
純
化
さ
れ
る
傾
向
も
あ
っ
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
二
重
経
済
論
に

対
し
て
は
「
農
村
と
都
市
の
格
差
」
と
「
農
業
と

工
業
の
格
差
」
は
同
じ
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
農

村
や
都
市
の
内
部
の
格
差
と
多
様
性
に
も
注
意
す

べ
き
で
あ
る
。

ク
ズ
ネ
ッ
ツ
仮
説
の
初
期
局
面
で
強
調
さ
れ
た

「
平
等
と
成
長
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
」
は
、
実
際
に

は
ど
の
程
度
妥
当
で
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
開
発
戦

略
の
基
本
的
姿
勢
も
分
か
れ
て
い
っ
た
。
た
と
え

経
済
成
長
を
目
標
に
し
た
と
し
て
も
、
生
産
の
た

め
に
は
労
働
者
や
農
民
の
技
術
・
技
能
（
人
的
資
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本
）
な
ど
が
重
要
な
の
で
、
労
働
者
や
農
民
に
所

得
や
資
産
を
分
配
し
て
教
育
な
ど
を
す
れ
ば
、
成

長
に
も
貧
困
削
減
に
も
効
果
的
で
あ
る
、
と
い
う

考
え
方
（
人
的
投
資
論
）
が
提
案
さ
れ
た
。
た
と

え
ば
農
民
の
教
育
が
改
善
し
て
い
く
と
新
し
い
農

業
技
術
も
普
及
す
る
か
ら
、
そ
れ
に
応
じ
て
農
業

生
産
も
拡
大
し
、
食
糧
価
格
と
都
市
労
働
者
の
生

活
費
も
低
下
し
て
、
貯
蓄
・
投
資
も
伸
び
る
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
期
待
に
基
づ
い
て
、
人
的

資
本
を
蓄
積
す
れ
ば
、
平
等
と
成
長
の
両
方
で
よ

い
成
果
を
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
可

能
性
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
九
○
年
代
は
市
場
志
向
の
行
き
過
ぎ
と
社

会
主
義
の
失
敗
に
み
ら
れ
る
過
大
な
政
府
介
入
へ

の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
貧
困
と
不
平
等
に
対
す
る

関
心
が
新
た
に
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九

九
○
年
代
の
議
論
の
特
徴
は
、
制
度
や
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
や
人
々
の
自
発
的
な
「
公
共
活
動
」

（Public A
ction

）
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
特
に
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
の
は
、

一
九
九
○
年
と
二
○
○
○
年
の
世
界
銀
行
『
世
界

開
発
報
告
』、
一
九
九
○
年
以
降
の
国
連
開
発
計

画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）『
人
間
開
発
報
告
書
』
で
あ
る
。

『
世
界
開
発
報
告
二
○
○
○
／
二
○
○
一
』
は

貧
困
削
減
を
機
会
の
促
進
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、

人
々
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
に
対
す
る
社
会
保
障
の

三
次
元
で
考
察
し
て
お
り
、
制
度
や
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
重
視
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。『
人
間
開

発
報
告
書
』は
「
人
間
の
自
由
と
選
択
肢
の
拡
大
」

と
い
う
視
点
か
ら
、
経
済
成
長
に
過
度
に
偏
っ
た

開
発
戦
略
の
見
直
し
を
提
案
し
た
。『
人
間
開
発

報
告
書
』
は
教
育
、
健
康
、
所
得
か
ら
構
成
さ
れ

る
人
間
開
発
指
数
に
よ
っ
て
、
貧
困
や
格
差
を
見

る
基
準
を
所
得
・
消
費
以
外
の
分
野
に
移
行
さ
せ

る
こ
と
に
も
貢
献
し
た
。
一
九
九
○
年
は
発
展
途

上
国
の
開
発
戦
略
や
援
助
戦
略
の
方
向
転
換
を
示

唆
す
る
画
期
的
な
年
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
る
見

方
も
で
き
る
。
ま
た
開
発
経
済
学
の
中
に
制
度
派

経
済
学
の
影
響
を
受
け
て
、
政
治
的
側
面
の
研
究

が
進
展
し
た
こ
と
も
、
格
差
問
題
へ
の
注
目
を
喚

起
し
た
。
経
済
成
長
の
枠
組
み
と
し
て
、
直
接
の

決
定
要
因
（
生
産
性
や
資
本
、
労
働
、
土
地
な
ど

の
生
産
要
素
）
と
間
接
的
な
要
因
（
貿
易
、
制
度
、

地
理
的
要
因
）
に
分
け
て
分
析
で
き
る
（
参
考
文

献
②
）。
そ
し
て
「
格
差
」
は
制
度
形
成
や
政
治

的
安
定
性
を
通
じ
て
、
経
済
成
長
に
も
影
響
を
与

え
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
格
差
に
つ
い
て
解
明
さ
れ
て
い
な
い

問
題
も
多
い
。
た
と
え
ば
現
実
に
得
ら
れ
る
デ
ー

タ
で
検
証
で
き
る
格
差
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
。『
人
間
開
発
報
告
書
』
の
公
刊
が
示
し
て
い

る
よ
う
に
、
人
間
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
所
得
格

差
だ
け
で
な
く
、
知
識
や
健
康
と
い
っ
た
非
経
済

的
な
格
差
こ
そ
深
刻
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
た
だ
単
に
所
得
の
格
差
で
は
政
治
体
制
に

与
え
る
影
響
は
大
き
い
も
の
で
は
な
く
、
エ
ス
ニ

シ
テ
ィ
や
宗
教
の
違
い
が
経
済
格
差
と
結
び
つ
い

て
は
じ
め
て
深
刻
な
社
会
対
立
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
国
・
地
域
に
よ
っ
て
格
差
に
寛
容
な

も
の
、
不
寛
容
な
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

●
本
特
集
の
構
成

こ
の
特
集
で
は
最
初
に
開
発
途
上
国
の
格
差
を

経
済
学
、
政
治
学
な
ど
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
と

同
時
に
、
後
半
で
ア
ジ
ア
諸
国
の
格
差
の
実
態
や

「
格
差
」
に
対
す
る
社
会
の
反
応
を
考
察
し
て
み

た
い
。
ま
ず
湊
一
樹
論
文
は
所
得
格
差
研
究
の
最

先
端
の
成
果
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

小
林
誉
明
論
文
は
分
配
と
格
差
に
関
す
る
政
治
学

の
研
究
動
向
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
野
上
裕

生
論
文
は
経
済
発
展
の
中
で
社
会
が
許
容
で
き
る

格
差
の
限
界
に
注
目
し
た
ア
ル
バ
ー
ト
・
ハ
ー
シ

ュ
マ
ン
の
先
駆
的
な
考
察
を
紹
介
し
、「
格
差
」

の
意
味
が
単
純
で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

奥
田
聡
論
文
は
韓
国
、
鈴
木
有
理
佳
論
文
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ま
た
熊
谷
聡
論
文
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
格

差
問
題
を
解
説
し
て
い
る
。
本
特
集
に
よ
っ
て
読

者
が
「
開
発
と
格
差
」
に
つ
い
て
新
し
い
視
点
を

獲
得
し
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
の 

が
み　

ひ
ろ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開

発
研
修
室
）
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